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最
近
、
あ
ち
こ
ち
で
「
脚
気
」
の
増
え
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
、
厚
生
省
は
お
っ
と
り
刀
で
調
査
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
か
つ
て
、
脚
気
と
し
て
問
題
に
さ
れ
て
い
た

症
状
の
す
べ
て
が
、
単
純
な
ビ
タ
ミ
ン
取
不
足
に
よ
る
か

ど
う
か
は
ま
だ
い
ろ
い
ろ
と
研
究
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
脚
気
の
お
も
な
原
因
が
、
ビ
タ
ミ
ン
政
不

足
で
あ
る
こ
と
は
あ
え
て
い
う
ま
で
も
な
く
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
に
違
い
な
い
。

　
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
食
品
が
出
ま
わ
っ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
脚
気
が
起
こ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
、
調
理
済
食
品
、
口
あ
た
り
の
よ
い
軽
食
ス
タ
イ
ル
の

食
物
な
ど
が
、
た
や
す
く
手
に
人
っ
て
、
食
嘔
の
内
容
が

か
た
よ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
理
由
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　
貧
血
、
肥
満
な
ど
の
病
的
な
状
態
も
、
そ
れ
が
食
事
の

と
り
方
に
よ
っ
て
予
防
で
き
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
依
然
と
し
て
現
代
の
公
衆
栄
養
上
の
大
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
日
常
の
食
事
と
い
う
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
科

学
知
識
の
普
及
と
は
関
係
な
く
、
勝
手
に
一
人
歩
き
し
て

闇
題
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

　
健
康
を
た
も
っ
て
暮
ら
し
た
い
と
い
う
こ
と
は
、
す
べ

て
の
人
が
望
む
こ
と
で
あ
り
、
食
事
内
容
が
健
康
と
か
か

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
大
方
の
人
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
栄
養
を
と
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
意
識
と
、
そ
の
人
の
食
事
内
容
と
は
一

致
し
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
、
あ
る
い
は
、
O
く
ふ
つ
う

鱒

｛
、
楓

ム
，

　
▼グ

、
凶

に
起
こ
る
。

　
多
く
の
場
合
、
栄
養
に
つ
い
て
特
別
の
関
心
を
持
た
ず

に
、
お
な
か
が
す
か
な
い
程
度
に
習
慣
と
し
て
手
に
入
る

食
物
を
食
べ
て
い
て
も
、
子
供
は
育
つ
し
、
一
応
は
病
気

を
す
る
こ
と
も
な
く
生
き
て
い
ら
れ
る
と
経
験
的
に
判
断

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
好
き
な
も
の
、
食
べ
た
い
も
の
を

食
べ
て
い
る
こ
と
が
、
身
体
の
健
康
に
な
る
の
だ
と
信
じ

て
い
る
人
も
い
る
。
栄
養
の
あ
る
食
物
は
、
高
価
な
も
の

や
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も
あ
る
。

　
人
間
の
生
活
習
慣
が
、
し
ば
し
ば
不
合
理
な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
前
提
に
し
た
上
で
、
個
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

社
会
と
し
て
も
合
理
的
な
食
事
が
で
き
る
し
く
み
を
育
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
栄
養
教
育
、
栄
養
計
圃
の
行
わ
れ

て
い
な
い
社
会
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
健
康
度
の
低
い
社

会
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
栄
養
教
育
は
、
個
人
を
対
象
と
し
て
、
栄

養
の
知
識
や
献
立
、
調
理
の
方
法
を
教
え
た
り
、
学
校
。

職
場
な
ど
で
「
給
食
」
と
し
て
栄
養
量
を
充
足
さ
せ
る
よ

う
に
指
導
す
る
こ
と
が
お
も
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
仕
事
が
、
現
在
で
も
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
個
人
に
つ
い
て
の
栄
養
教

育
は
、
た
と
え
ば
、
先
の
脚
気
対
応
策
と
し
て
ビ
タ
ミ
ン

臥
の
多
く
入
っ
て
い
る
食
品
を
知
ら
せ
た
り
、
強
化
米
の

利
用
や
薬
の
服
用
を
進
め
る
方
向
で
機
能
す
る
こ
と
に
な

る
。
は
た
し
て
、
そ
れ
だ
け
で
す
む
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
多
く
の
人
び
と
は
、
容
易
に
手
に
入
る
、
口
あ
た
り
の

よ
い
、
便
利
な
食
物
で
食
事
を
手
軽
に
す
ま
せ
、
不
足
し

て
い
る
分
は
、
薬
と
強
化
食
品
で
補
え
ば
よ
い
と
い
う
態

度
と
な
る
こ
と
に
な
る
。
現
代
風
の
簡
便
な
食
品
は
、
カ

ロ
リ
ー
は
高
い
が
、
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
が
不
足
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
カ
ロ
リ
ー
を

身
体
の
中
で
上
手
に
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
が
不
十
分
だ
と
、
食
品
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
ロ

リ
ー
は
、
完
全
に
利
用
さ
れ
な
い
。
い
わ
ば
、
み
か
け
の

カ
ロ
リ
ー
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
個
人
に
つ
い
て
の
栄
養
教
育
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

う
い
っ
た
”
食
品
を
改
め
る
”
と
い
う
社
会
的
な
機
能
が

ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
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女子栄養大学助教
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お
い
し
く
て
栄
養
の
あ
る
お
料
理
を
…
。

写
真
口
第
一
回
消
費
者
教
室
「
魚
の
調
理
あ
れ
こ
れ
」

区
の
消
賛
者
セ
ン
タ
ー
で
。

　
5
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
三
日
問
、
第
一
回

臨
時
会
が
開
か
れ
た
。

　
区
長
か
ら
は
、
契
約
議
案
三
件
と
専
決
四
件
が

提
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
委
員
会
審

査
を
経
て
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
．

　
21
日
に
は
、
議
会
役
員
の
改
選
と
委
員
会
正
副

委
員
長
の
一
部
改
選
、
審
議
を
終
え
た
請
願
。
陳

情
を
議
決
。
新
た
に
提
出
さ
れ
た
請
願
三
件
・
陳

情
一
件
を
建
設
委
員
会
に
付
託
し
た
。

　
ー
委
員
会
の
構
成
は
裏
面
に
掲
載
ー

●
下
水
道
関
連
工
事
請
負
契
約
　
三
件

○
世
田
谷
三
・
四
丁
目
付
近
枝
線

○
上
馬
四
丁
目
付
近
枝
線
そ
の
2

0
宇
奈
根
雨
水
幹
線
そ
の
2

1
こ
の
三
件
の
契
約
は
、
い
ず
れ
も
今
年
度
新
た

に
実
施
し
た
共
同
企
業
体
方
式
（
二
つ
以
上
の
会

社
が
共
同
し
て
行
う
も
の
）
に
よ
る
施
工
。
こ
れ

は
、
区
内
業
者
育
成
が
目
的
で
、

委
員
会
で
も
こ

の
点
を
中
心
に
論
議
が
か
わ
さ
れ
た
。

●
専
決
処
分
報
告
　
四
件

0
5
0
年
度
一
般
会
計
第
四
次
補
正
予
算

！
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
の
起
償
の
許
可

に
伴
う
補
正
。

○
区
税
条
例
改
正

ー
改
正
点
は
、
区
民
税
均
等
割
の
引
上
げ
、
障
害

者
な
ど
の
非
課
税
範
囲
を
広
げ
た
こ
と
な
ど
。

O
宇
奈
根
公
園
に
設
置
の
工
作
物
の
受
入
れ

○
宇
奈
恨
公
園
設
置
に
伴
う
公
園
条
例
改
正

●
議
長
・
副
議
長
選
挙

　
当
選
　
議
　
長
　
中
村
大
吉
入
自
民
）

　
　
　
　
副
議
．
長
　
森
田
キ
ミ
（
社
会
）

，
ー
議
長
・
副
議
長
の
紹
介
は
裏
面
に
掲
載
1

●
議
員
選
出
監
査
委
員
の
選
任
同
意

　
山
口
　
昭
（
自
民
）
　
甲
斐
円
治
郎
（
公
明
）

●
要
望
書
提
出
の
報
告
（
別
掲
）

一
一
石
　
≡

一

＝
り

欝
鰹
総

　
血
液
対
策
の
確
立
に
関
す
る
要
望
書

　
わ
が
国
の
血
液
対
策
は
、
い
ま
だ
十
分
と
は

い
え
ず
、
患
者
、
家
族
の
精
神
的
、
経
済
的
負

担
が
非
常
に
大
き
い
。
政
府
は
、
こ
の
実
情
を

十
分
認
識
し
、
次
の
箏
項
を
実
施
す
る
よ
う
強

く
．
要
望
す
る
。
①
血
液
の
確
保
、
供
給
、
研
究
、

邸
故
補
償
制
度
の
確
立
②
病
院
採
血
の
新
鮮
血
、

生
血
対
策
の
充
実
と
患
者
、
家
族
の
負
担
軽
減

制
度
の
確
立
③
こ
れ
ら
に
必
要
な
国
の
予
算
措

置
。

　
4
月
2
7
日
提
出
　
5
月
19
日
議
会
報
告

内
閣
総
理
。
大
蔵
・
厚
生
・
自
治
大
臣
あ
て

○
審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

1
採
択
＋
『
件

◇
「
戦
時
災
害
援
護
法
」
の
早
期
立
法
等
に
関
す
る
請
願

◇
道
路
の
本
舗
装
お
よ
び
側
溝
の
改
修
工
事
に
関
す
る
請
願

◇
区
立
幼
稚
園
設
置
に
関
す
る
請
願
（
三
軒
茶
屋
、
上
馬
、

下
馬
、
野
沢
近
辺
）

◇
下
水
道
枝
線
工
事
促
進
に
関
す
る
請
願
（
経
堂
一
r
目
）

◇
高
齢
者
の
職
場
確
保
に
関
す
る
請
願

r
現
状
で
は
、
助
成
金
お
よ
び
区
の
臨
時
雇
用
は
困
難
で
あ

る
が
、
高
齢
者
就
業
に
努
力
さ
れ
た
い
、

◇
保
育
園
早
期
建
設
（
五
十
一
年
度
中
）
に
関
す
る
請
願
（
三

宿
二
丁
目
測
機
舎
跡
地
）

1
阜
急
に
建
設
す
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
公
衆
浴
場
対
策
に
関
す
る
請
願

－
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
当
面
困
難
を
伴
う
が
、
他
に
つ
い

て
は
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
無
認
可
幼
稚
園
児
保
護
者
へ
の
就
園
奨
励
費
補
助
に
関
す

る
講
願

◇
借
地
料
改
訂
に
伴
う
紛
争
多
発
に
関
す
る
陳
惰

◇
新
鮮
血
（
生
血
）
対
策
確
凱
に
関
す
る
請
願

◇
児
竜
遊
園
設
概
に
関
す
る
請
願
（
奥
沢
二
r
目
、
五
、
」
目
）

1
以
上
四
件
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
．

一
取
下
承
認
　
三
件

◇
砧
保
健
所
移
転
後
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
の
陳
情

◇
樹
林
保
存
に
関
す
る
請
願
（
尾
山
台
一
．
丁
目
宇
佐
神
社
）

◇
社
員
寮
等
建
設
反
対
に
関
す
る
陳
情
（
砧
四
r
目
）

○
新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

圏
建
設
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
四
件

◇
几
階
建
マ
ン
シ
ョ
ン
建
簗
反
対
等
に
関
す
る
請
願
（
桜
新

町
一
r
目
4
番
）

◇
側
溝
工
事
の
早
期
着
工
を
．
要
請
す
る
請
願
（
弼
多
見
九
丁

目
19
番
）

◇
日
商
岩
井
北
鳥
山
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
陳
情

◇
仮
称
城
南
ビ
ル
建
設
に
関
す
る
請
願
（
奥
沢
五
丁
目
2
4
番

11

号
付
近
）



常任委員会 　　　　党派別議員名簿
丁　　『　一　一　　一　▼　 　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　『　一　　　　　一一　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥　　　　7　 　　ユ　　ゴ　　 　T　　　 　『　　皿　 　一　　　　　

　○◎環　　　　　　　　O◎区　　　　　　　　　　　　○◎企
藁騨麟懸嵜冑諮懲幣郷森箆栞椛蔓欝罐
左寛陸生七　芳治　光代昌孝参生ズ正忠　　保孝八正一孝義善雄務
右祐奥委郎要雄郎昭揚子宏司雄委工忠雄寿淑寿明郎幸朗幸一志央委
（（（目　（（（（＿＿（（（（自　＿（（（（（（＿（＿（（（（目良離曇駿鹸罠盟良良罎灘難謹翁銀良良良離誤
）　　）　　）　　　　　　　　　　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　V　　V　　）　　　　　　　　　　　）　　）　　）　　V　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）

　　　　　　　　O◎文　　　　　　　　　　　0◎建
奮諸辮誕闘馨藷賭嬬耀缶騰馨峯膿難奮賄原
　キ勝貞芳鉄静太史武果　　治　　大　重菊義正貝代孝国敏邦　修玲秀
　ミ雄一一男夫郎郎次万　忍茂勉護吉賀子男雄男会子夫男美雄望白人吉
　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　　　　　　　　　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　　　　　　　　　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（　　（

難罎良良良韻　　簸翁翁眼罠良懸　　欝軽饗難銀昆良
　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　　　　　　　　　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　V　　）　　）　　　　　　　　　　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）　　）

　　　　楓じ　・〕　　－’
』＿＿　　 、　　　　　　　占■＿㌧＿　、ρ

一

氏　　名　・　　　住　　　　　所　　　　　電　　話
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石井健太郎1砧五丁目15－23　　　　　　・416－0920
石橋寛祐1桜三丁目9－2　　　　　　　　：426－0447
五十畑孝司，経堂一丁目11－4　　　　　　1429－0239
内山武次・上馬四丁目27－11　　　　　　・422－1940
大高定左右・上馬四丁目20－8　　　　　1414－0622
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小山菊男・北烏山九丁目3－30　　　　　1300－5732
宍戸鉄男1松原三丁目29－18　　　　　1325－0555
菅田昌宏：等々力三丁目6－9　　　　　：704－3808
大　千代子：駒沢四丁目15－20　　　　　：421－1383
高4喬ノ又重二f』：イ　学尺．三丁目25－4　　　　　　　　　　：413－5871

土橋　　賀：太子堂．二丁目7－8　　　　　：421－7198
内藤義雄：世田谷一一丁目23－15　　　　　・426－515！

中村大吉：下馬一丁目33－2　　　　　　：424－3217

　　一
　二41レ　　　　｝

“ニ
＝＝

浜中光揚・船橋四丁目28－15　　　　　1484－3314
原　秀吉・上野毛一一丁目25－8　　　　・703－2506
原田正幸：奥沢三丁目12－7　　　　　　1720－2576
平山八郎1祖師谷二丁目5－33－305　　1482－5700
宮田玲人1羽根木二丁目5－23　　　　　：321－2171
山　口　　昭：等々力二丁目19－120Kビル30！・704－5060

特別委員会 山沢修白1桜新町一一丁目14－20　　　　・429－5935
　　→卜一1・　　1　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一

秋田貞一：野沢四丁目8－25　　　　　　1424－9377

大沢孝明1若林一丁目19－4　　　　　　：422－4849
甲斐円治郎：北鳥山一丁目23－7　　　　　：307－2188
久保田　望：太子堂四丁目30－16　　　　：411－2373

　　　　　　　　Ω◎特　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O◎交
寡富原毯擁茱稟堰麟森編騨岩糠杢齢鑑誰纐
　玲秀静左寛太義正八制正国　　史邦　治貞　大義重代昌武孝光七策
護人吉夫右祐郎一忠郎調男男要寿郎雄勉郎一昭吉雄子子宏次司揚郎委
誘夏亘夏夏巨i巨亘暮夏萎募藝套護護護竈蚕話真亘夏夏夏亘夏夏夏暮暴

））））））））））貝）））））））））））））））））））
　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　五

迫田参雄1桜二丁目18－32　　　　　　0425－2265
中塚　護：玉川四丁目18－3　　　　　：709－1909
吉本保寿1大蔵三丁目4－25－503　　　：417－3862
　　　力　1』…　こ　　　　　　　2　－2　　　　　　　　　　　　　　　　　一

石原芳雄1奥沢三丁目8－6　　　　　　　・727－0468

O◎
！I　II

副委
委員
員長
長

笹尾　　淑：南烏山二丁目8－1－1012　　：308－2413

－
田中陸奥：弦巻一丁目20－17　　　　　：429－6704
内藤邦雄：干歳台二丁目12－24　　　　：484－2772
中田史郎1新町二丁目32－5　　　　　　　1428－0828
三井勝雄1船橋五丁目17－7－108　　　：303－5834

　　　　　　　　　　　　　　　　　　O◎下
峯備弄串媚酬懸蕎謝輪嬉奢飴騨栞
鞍篠盤譲講匿賀覇難葬鐸杢罐議講

董昼li茎葦葦葦蚕蚕亘甚良亘亘亘頁良蚕亘葦舞聾葵茎葦護蚕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　諏

　　　　　なかむらだいきち

森　　　寿・太子堂四丁目4－8　　　　　q11－9494
崎こム　　1爪規一∫　　　　一　　　　　　　　　　　　一

相沢　要：南烏山四丁目12－7　　　　1300－7211
唐沢敏美：奥沢三丁目27－11　　　　　：727－2950

糞
副
糞
紹
介

斉藤国男：池尻四丁目23－11　　　　　1413－5018
佐藤正男：北沢四丁目20－15　　　　　1468－2388
下条忠雄1千歳台二丁目14－15　　　　・482－0033

’ 高橋　　忍：中町五丁目9－1－109　　　　1704－2528
谷口善志：北烏山三丁目21－3　　　　：300－8070
森＿圏　翻　　髄i厄比工目34－13　　　　　・蔓Ω　一4艶3

　A，　塾
　、

’唱o辱

概

区議四期元副議長　　　墨壕＼蝦一

東京都出身　政党役貝　　　　　　　　　　　　P嘗，こい

区議七期　元企画総務常任委副委貝長

混羅騰繋難纒＿継鍵“　　．鐘離
高木正忠・砧二丁目21－10－509　　　　1417－5220
長谷川七郎1上用賀一丁目6－14－221　　・700－9625

　　　一

孟　　！）　　，

　　浄　　　　〆　　　▲

二丸皿4孟去4添ま愚二二L目20－12　　　　　　　1422－88＆2．

岸本千代子：宮坂一丁目21－10　　　　　：426－6060
本多シズエ1砧三丁目22－！2　　　　　　，416－6406
（注）51年6月1日現在。党派内氏名は50音順。
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「
殿
O
乱
心
」

　
世
田
谷
御
所
の
殿
、
吉
良
頼
康
は
、
若
い
腰

元
十
三
人
を
、
若
林
と
上
馬
の
境
、
合
同
ヶ
原

の
く
ぼ
地
に
な
ら
べ
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
切
り
す
て

た
の
で
す
。

　
名
君
と
い
わ
れ
た
世
田
谷
の
領
主
の
、
世
に

も
珍
し
い
狂
っ
た
し
ぐ
さ
に
、
領
内
の
も
の
は

お
の
の
き
ま
し
た
。
こ
の
つ
ぎ
は
、
い
っ
た
い

な
に
が
お
こ
る
の
か
と
不
安
顔
1
。

　
そ
う
い
え
ば
、
つ
い
ふ
た
つ
き
前
に
も
、
御

所
か
ら
奥
沢
の
城
に
い
く
頼
康
の
妾
姫
常
盤
が
、

だ
れ
と
も
わ
か
ら
ぬ
者
に
、
駒
留
八
幡
社
の
か

た
わ
ら
で
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
と
き

常
盤
姫
は
、
頼
康
の
子
を
み
O
も
っ
て
い
ま
し

た
。

　
御
所
も
領
内
も
、
あ
い
つ
ぐ
血
ぬ
ら
れ
た
事

件
で
、
暗
い
も
の
で
し
た
。
吉
良
氏
七
代
の
貴

公
子
と
い
わ
れ
る
頼
康
公
の
時
勢
に
、
ど
う
し

て
こ
ん
な
こ
と
が
お
き
る
の
か
。
領
民
は
と
ん

と
わ
か
ら
ぬ
こ
と
で
し
た
。

　
頼
康
の
城
に
は
、
常
盤
姫
と
小
田
原
北
条
か

ら
迎
え
た
崎
姫
と
の
二
人
の
姫
が
い
ま
し
た
。

北
条
と
結
ん
だ
頼
康
の
政
務
は
、
と
も
す
れ
ば

N

’

＼

小
田
原
在
住
が
ふ
え
、
世
田
谷
の
御
所
を
留
守

に
し
が
ち
で
し
た
。
御
殿
の
奥
で
は
、
常
盤
姫

と
崎
姫
を
と
り
ま
く
大
奥
が
二
派
に
わ
か
れ
て

い
が
み
あ
い
、
常
盤
姫
が
か
い
に
ん
し
て
か
ら

は
、
そ
れ
が
い
っ
そ
う
は
げ
し
く
、
火
ば
な
を

ち
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
常
盤
姫
が
、
父
の
い
る
奥
沢
城
に
出
か
け
、

途
中
で
殺
さ
れ
た
の
も
、
崎
姫
側
の
は
か
っ
た

こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

　
頼
康
が
、
常
盤
姫
の
む
ご
い
死
を
知
ら
さ
れ
、

小
田
原
か
ら
御
所
に
か
え
る
と
、
さ
っ
そ
く
奥

女
中
を
調
べ
あ
げ
、
常
盤
姫
殺
し
を
た
く
ら
ん

だ
腰
元
た
ち
を
処
刑
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
い
む
頼
康
は
、
小
田
原
北
条
の
お
城
に
は
い

か
ず
、
世
田
谷
領
を
く
ま
な
く
歩
き
、
領
民
の

た
め
に
、
そ
そ
う
の
な
い
政
治
を
す
る
こ
と
に

つ
と
め
ま
し
た
。

　
頼
康
が
、
合
同
ヶ
原
を
巡
視
し
た
と
き
、
す

で
に
腰
元
十
三
人
は
、
村
人
た
ち
に
よ
っ
て
塚

が
し
つ
ら
え
ら
れ
、
供
養
さ
れ
て
、
紅
の
サ
ギ

草
が
咲
い
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

（
現
在
、
十
三
塚
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
醐
い
常
盤
塚
は
、
上
馬

五
丁
目
30
1
B
1
1
錦
織
家
玄
関
前
に
桐
が
残
っ
て
い
ま
す
。
）

4

○
こ
れ
か
ら
は
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
ス
タ
ミ
ナ

を
た
く
さ
ん
つ
け
て
、
健
康
維
持
に
つ
と
め
よ
う

…
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
一
ぺ
ー
ジ
の
記
事
を
お

願
い
し
て
み
ま
し
た
。

○
区
議
改
選
か
ら
一
年
た
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
後

住
所
・
電
話
番
号
を
変
更
し
た
議
員
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
名
簿
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

○
ま
た
、
委
員
会
の
構
成
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

正
副
委
員
長
の
一
部
交
代
が
あ
り
、
こ
れ
も
例
年

ど
お
り
併
せ
て
載
せ
ま
し
た
。

○
本
号
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
、
第
二
回
定
例

会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
請
願
・
陳
情
の
こ
と
や

傍
聴
な
ど
の
お
問
合
せ
は
、
世
田
谷
区
議
会
事
務

局
　
姐
一
一
一
一
、
内
線
謝
～
鵬
ま
で
ど
う
ぞ
。
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